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１．概要 

 本橋は，昭和 45 年に竣工した鋼単純活荷重合成開断面箱桁橋であり，JR 東海

道本線，名鉄名古屋本線，JR 飯田線を跨いでいる(写真-1)．跨線橋であること

から，これまで十分な点検が実施されず，平成 24 年度の橋梁定期点検で初めて

箱桁内の腐食状況が確認された．最も腐食が進行していた箇所が支間中央の添接

部であったため，橋の安全性が損なわれていると判断し，緊急補修工事を実施 1)

している．この補修工事では，CFRP 板と鋼板を接着材で一体化させる工法を採

用したが，施工実績が少ないため，接着材の長期耐久性が懸念された．そこで，

抜本的な対策が完了するまでの期間，定期的な目視点検や板厚計測に加え，桁の

鉛直変位をモニタリングすることで橋の補修部の健全性を確認することとした．

ここでは，これまでの 5 年間におけるモニタリング結果について報告する． 

２．モニタリング対象橋梁  

 対象橋梁は支間長 55m の歩道橋(図-1，表-1)であり，隣接する車道橋(ト

ラス橋)とは分離構造となっている．なお，架設方向は P1 側が南西，P2 側

が北東である． 

 

 

 

 

 

 

箱桁内の腐食原因は床版からの漏水や結露であり，箱桁内全体に腐食がみら

れた．この内，著しく腐食が進行していた J2 添接部の腐食状況を図-2に示す．

補修工事では，この添接部に対し CFRP 板を用いた補修(写真-2)を実施した他，

漏水対策や換気孔も設置した．その効果もあり，この 5 年間における定期目視

点検や平成 29 年度に実施した板厚計測においても腐食の大きく進行していな

い．また，CFRP 板の定着についても変状はみられていない． 

３．モニタリング方法 

 モニタリングは，全方位傾斜計を用いて支間中央における桁のそり量(図-3)を計測し

管理している．全方位傾斜計とは，吊り下げられた円筒形の金属製の錘と錘の表面を標

点板として水平方向の距離を測定する 4 つの渦電流センサーからなり，1 台の傾斜計で

任意方向の傾斜を検測できる計器である．この全方位傾斜計を図-1に示す 5 箇所に設置

し，それぞれの傾斜角の計測値から桁のそり量を算出している．なお，そり量の計測間

隔は 1 分(出力 15 分間隔)であり，桁内温度及び横断方向の傾斜角も同時に計測している． 

 キーワード CFRP 板補修，モニタリング，腐食，鋼合成箱桁橋，温度変化挙動 

 連絡先   〒460-0003 愛知県名古屋市中区錦 1 丁目 8 番 6 号 中日本建設コンサルタント(株) TEL052-232-6033 
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表-1 対象橋梁諸元 

J1 J2 J3 

:全方位傾斜計設置箇所 

北東 南西 南東 

側面図 断面図 

図-1 橋梁一般図 

CFRP 板補修箇所 

写真-2 CFRP 板補修 

CFRP板補修

腹板添接部ナット
減肉率:34.2%

下フランジ添接部ナット
減肉率:31.9%

腹板添接板
減肉率:45.9%

腹板添接板
減肉率:39.1%

下フランジ添接板
減肉率:38.3%

上フランジ母材
減肉率:9.1%

上フランジ添接板
減肉率:15.3%

腹板添接板
減肉率:46.1%

腹板母材
減肉率:88.9%

腹板母材
減肉率:43.7%

下フランジ母材
減肉率:12.8%

橋梁形式 鋼単純活荷重合成開断面箱桁
荷重 群集荷重(活荷重たわみ:64mm)

支間長 55.0m
幅員 2.1m（有効幅員1.5m）
桁高 1.5m
桁幅 1.5m
材質 SM490A
床版 RC床版 t=160mm
舗装 コンクリート舗装t=20mm

支承形式 線支承(P1:固定、P2:可動)
竣工年 昭和45年

CFRP 板 腹板
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４．モニタリング結果 

(1)日射の影響による温度変形挙動 

 本橋の 1 日の温度変形挙動は，日射を受けない場合と受ける場合で特性が異なる．図-4,5 に日射を受けな

い場合と日射を受ける場合の 1 日の温度変化による変形挙動を示す．日射を受けない場合のそり量の変動は 1

日を通して小さい．一方，日射を受ける場合は日射を受けない場合に比べて大きく変動し，そり量は 8 時頃か

ら低下し，11 時頃に最小となり，その後元に戻るといった挙動を示す．これは，文献 2)に示されるように，鋼

桁と床版の温度差が大きくなると(鋼桁温度>床版温度)，床版が鋼桁の伸びを拘束するためであると考えられ

る．図-6 は晴天時における各部材の温度とそり量の関係を示したものである．南側腹板は日射の影響を受け

やすいため，午前中から温度が高く，11 時頃に最大となり，午後からは日射の影響が少なくなり温度は低下

する．一方，床版の温度は 15 時くらいまで緩やかに上昇する．このため，午前中は温度差が大きくなり，そ

り量は小さくなるが，午後からは温度差が小さくなり，そり量も大きくなる． 

また，季節的な温度変化の影響として，日射の影響のない各月午前 0 時におけるそり量を図-7 に示す．そ

り量は気温の高い夏季に小さく，気温の低い冬季に比較的大きな値を示す傾向がみられる． 

 

 

 

 

 

 

 

(2)5 年間のモニタリング結果 

2015 年から 2019 年までのそり量の最大・最小値の変化を図-8に示す．各年ともそり量は 40～70mm 程度の

間で推移しており，大きな変化はみられない．次に，2015 年から 2019 年までの日平均そり量と日平均気温の

関係を図-9 に示す．各年のばらつきに大差はないことから，ほぼ同様の周期で変動していると考えられる．

また，2015 年と 2019 年における 1 年間のそり量と桁内温度の関係を図-10 に示す．相関は低いものの線形近

似式はほぼ同様となっており，この結果からも 5 年間で大きな変化はみられないといえる． 

 

 

 

 

 

 

５．まとめ  

部分的に補修した鋼合成箱桁橋の 5 年間のモニタリング結果について述べた．補修部の健全性を判断するた

め，日射による短期的な影響と季節変化による長期的な影響について整理した．そのうえで，これまでの 5

年間の桁のそり量について比較した結果，挙動はほぼ同様であり，健全性が維持できていることを確認した．

今後，抜本的な対策が完了するまで期間，引き続きモニタリングを行っていく予定である． 
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図-8 5 年間のそり量の変化 
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